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地涌菩薩の数 
           定方晟 

 

 法華経の「従地涌出品」に大地から多数の菩薩が出現することが説かれている。

その数を調べてみよう。 

 釈迦如来は霊鷲山で法華経を説いていた。他の仏の世界からそれを聞きに来て

いた菩薩たちがいった。「世尊よ、世尊の滅後に、この世界でこの経典を説くお

手伝いをしましょうか」。釈迦はいった。（以下、引用文に番号をつける。） 

 

（１）「止
や

めよ、善男子よ。汝等の、この経を護持することを、須
もち

いず。所以

はいかん。わが娑婆世界に、 自
おのずか

ら六万の恒河
ご う が

の沙に等しき菩薩・摩訶

薩あり、一一の菩薩に各、六万の恒河沙の眷属あり、この諸の人等は、

能くわが滅後において、護持し、読誦して、広くこの経を説けばなり」

（岩波文庫『法華経』中、p.284、［坂本幸男訳］） 

 

娑婆世界の教主・釈迦がこういうと、娑婆世界が震動した。 

 

（２）仏、これを説きたもう時、娑婆世界の三千大千の国土は、地、皆、震裂

して、その中より、無量千万億の菩薩・摩訶薩ありて、同時に涌出せり。

（同上、p.286） 

 

「無量千万億」は概数である。詳しい数が以下に述べられる。 

 

（３）この諸の菩薩は、釈迦牟尼仏の所説の音声を聞きて、下より発
あらわ

れ来れ

り。一一の菩薩は、皆、これ大衆の唱導の首
はじめ

にして、各六万の恒河沙

等の眷属を将いたり。況んや、五万・四万・三万・二万・一万の恒河の

沙に等しき眷属を将いたるものをや。況んや、また乃至、一恒河沙・半

恒河沙・四分の一、乃至、千万億の那由他分の一なるをや。況んや、ま

た千万億の那由他の眷属なるをや。況んや、億万の眷属なるをや。況ん

や、また千万・百万、乃至、一万なるをや。況んや、また一千・一百、

乃至、一十なるをや。況んや、また五・四・三・二・一の弟子を将いた

る者をや。況んや、また単
ただ

、己れのみにして遠離の行を楽
ねが

えるものをや。

かくの如き等の比
たぐい

は、無量・無辺にして、算数
さんじゅ

も譬喩も知ること能わ

ざる所なり。（同上、pp.284-288） 
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 以上の三つの引用文に現われる数を検討してみよう。 

 （１）に「六万の恒河の沙」とある。「恒河」は大河ガンジスを意味し、「恒河

の沙」はガンジス河の砂の数を、「六万の恒河の沙」はその六万倍の数を意味す

る。 

 （２）には「無量千万億」とある。「無量」は不特定の数であるから、引用文

（１）の特定の数との比較はできない。（もっとも「恒河の沙」の数も不特定に

近い。） 

 （３）には「五万・四万・三万・二万・一万の恒河の沙」という表現がある。

これは「唱導の首」たる菩薩（以下、師の菩薩と呼ぶことにする）の「眷属」た

る菩薩（以下、弟子の菩薩と呼ぶことにする）の数を表わしている。引用文（１）

では師の菩薩の数として「六万の恒河沙」があげられ、師の菩薩ひとりあたりの

弟子の菩薩の数として「六万の恒河沙」があげられただけであるが、（３）では

弟子の菩薩の数については「五万の恒河沙」や「四万の恒河沙」の場合もあるこ

とが述べられている。「況んや、五万・四万・・・」という表現は、集団は規模

が小さいほど成立しやすいということを意味するであろう。また、規模の小さい

弟子の集団を率いる師の菩薩は「六万の恒河沙」の弟子を率いる師の菩薩とは別

の菩薩であると考えるべきであろう。 

 「況んや、また乃至、一恒河沙・半恒河沙・四分の一・・・」は分数を用いた

表現である。分母は１，２，４・・・と逓増するから、分数自体は逓減する。「千

万億の那由他分の一」は極小の数である。ここで古代インドの数の名を見てみよ

う。世親の論書『倶舎論』に説かれる「六十数」の初めの十二はつぎのとおりで

ある。 

 

eka（一）、daSa（十）、Sata（百）、sahasra（千）、prabheda、lakXa、 

atilakXa、koTI、madhya、ayuta、mahAyuta、nayuta、・・・ 

 

初めの四つは日常使用されるもので、その概念は明確であり、漢訳者も翻訳に苦

労しない。五番目以降のもので仏典によく現われるのは lakXa、koTI、nayuta、 
である。これらは音写されることが多い（洛叉、倶胝、那由多）。koTI は「億」

と訳されることもある。人名「二十億耳」(SroNakoTIviMSa)の「億」はその例で

ある。しかし、koTI を「億」と訳すのが正しいかどうかわからない。大きな数

の名は、インドでも中国でも、指示する数を変えることがあるからである。大修

館書店の『大漢語林』には、「億」は「昔は十万、後には万万をいう。時に百万・

千万をいう。また、非常に多い数」とある。 

 「千万億の那由他」にも「億」が含まれており、正確な値がわからない。「千
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万」に対応するサンスクリット原典の表記は "Sata-sahasra" （百千）であるか

ら、翻訳の正確さはいっそう疑われる。しかし、巨大な数を表わすことには間違

いない。これを分母とし、１を分子とする数（いわゆる逆数）は極めて微小な数

である。しかし、ガンジス河の砂の数は巨大だから、このような微小な数を乗じ

ても、もとの数はあまり小さくならない。 

 「況んや、また千万億の那由他の・・・」からはガンジス河の砂の数とは無関

係に整数を用いた表現が始まる。「千万億の那由他」は巨大な数であるが、ガン

ジス河の砂の数を単位として表わす数に比べれば、ものの数ではない。 

 以上、羅什の訳文の中の数の表現を検討したが、曖昧性はあっても、矛盾はな

い。ところが、ネパール将来のサンスクリット原典と対照すると、羅什は数の説

明を——羅什が依拠した原典がこれと同じであったとすれば——だいぶはしょ

ったことがわかる。上記の（１）（２）（３）に対応する原典の部分を岩本裕氏の

翻訳で見てみよう。のちに言及する言葉には下線を付しておく。 

 

（１´）「良家の息子たちよ、汝らは何故にこの仕事にこだわるのか。良家の

息子たちよ、この世において、余に属するサハー世界において、六十

のガンジス河の砂の数に等しい幾千万億という求法者がひとりの求

法者の随行者となっている。このような求法者たちの中で、六十のガ

ンジス河の砂の数に等しい幾千万億の求法者たちのひとりひとりに、

丁度同じ数の求法者が随行しており、かれらは余が入滅した後に、こ

の経説を信奉し、読誦し、宣揚するであろう。」（前掲書、p.285） 

 

（２´）世尊がこの言葉を語るやいなや、このサハー世界はあたり一面に亀裂

が生じて割れた。そして、その割れ目から幾千万億という多くの求法

者が現われてきた。（同上、p.285） 

 

（３´）かれらはこの大地の下にある中空の世界にとどまって、このサハー世

界に寄りかかっていたが、世尊のこのような音声を聴いて、大地の下

から現われ出たのである。これらの求法者たちのひとりひとりが、六

十のガンジス河の砂の数に等しい求法者を随行者として連れており、

いずれも弟子の集団をもつ人であり、弟子の集団の偉大な統率者であ

り指導者であった。このような弟子の集団の統率者であり指導者であ

る求法者たちの中で、六十のガンジス河の砂の数に等しい幾千万億の

求法者たちが、このサハー世界の大地の割れ目から躍り出てきたので

あった。まして、五十のガンジス河の砂の数に等しい求法者を随伴す
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る求法者たちのいたことは言うまでもなかった。また、四十のガンジ

ス河の砂の数に等しい求法者を随伴する求法者たちのいたことも言

うまでもなかった。さらに、三十・二十・十・五つ・四つ・三つ・二

つ・一つ・半分・四分の一・六分の一・八分の一・十分の一・二十分

の一・三十分の一・四十分の一・五十分の一・百分の一・千分の一・

十万分の一・一千万分の一・一千万の百倍分の・一千万の一千倍分の

一・一千万の十万倍分の一・一千万の百万倍の十万倍分の一のガンジ

ス河の砂の数に等しい求法者を随伴する求法者たちもいた。また、幾

千万億という多くの求法者を随伴する求法者たちは言うまでもなく、

一千万人・十万人・一千人・五百人・四百人・三百人・二百人・一百

人・五十人・四十人・三十人・二十人・十人・五人・四人・三人・二

人の求法者を随伴する求法者のいたことも言うまでもなかった。ただ

一人の随伴者を連れた求法者たちもいたし、随伴者がなく独りで暮ら

している求法者たちもいた。このサハー世界において、大地の割れ目

から躍り出た求法者たちの数は計算することも比較することもでき

ず、喩えることもできなかった。（同上、pp.287-289） 

 

（１´）の訳は明晰さを欠く。「随行者たる求法者」（＝弟子の菩薩）と「被随行

者たる求法者」（＝師の菩薩）とがいることはわかるが、そのあとに繰り返され

る「求法者」の語がそのどちらを指すかが明確でないからである。求法者の多さ

を強調するのがこの文の趣旨であるとすれば、「このような求法者たち」（下線つ

きの語）は「随行者たる求法者」を指し、この「随行者たる求法者」のひとりひ

とりにまた多数の随行者がいる、というのでなければならない。すなわち、岩本

氏の訳の「このような求法者たちの中で」を「そして」に変えれば、文意は明確

になる。 

 もっと重要な問題を提起するのは、「六十のガンジス河の砂の数に等しい幾千

万億」（下線つきの語）という訳である。「六十のガンジス河の砂の数」は途方も

なく巨大な数であって、「幾千万億」がこれに「等しい」ということはありえな

い。「幾」という字があるから単純な比較はできないように見えるが、原文には

「万億」という表現はなく、「（数）千」（sahasrANi）があるだけである。これを

「幾千万億」の意にとるのは無理であろう。 

 岩本氏は sama を「等しい」と訳したのである（ケルンも同様である）。たし

かに sama は「等しい」を意味する。だから、氏の訳には問題はないように見

える。しかし、原文にあるのは「（数）千」であって「幾千万億」ではない。原

文のように「（数）千」を使って氏の訳を訳しなおせば、「六十のガンジス河の砂
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の数に等しい（数）千」となり、このようなことはありえないことが明々白々で

ある。このように、「等しい」と訳すことが無理であるとすれば、sama を「等

しい数」の意にとり、「（数）千」のほうはそれに対する乗数と考え、問題の文を

「六十のガンジス河の砂の数に等しい数
・

の
・

（数）千倍
・

」と訳すことしか方法はな

いだろう。 

 （３´）には冒頭に「六十のガンジス河の砂の数に等しい」という表現が二度

現われる（下線つきの語）。初めの表現はひとりの師の菩薩に随行する弟子の菩

薩の数に関してであり、二度目の表現は師の菩薩の数に関してである。どちらの

数も巨大であるが、そのこと自体には特に問題はない。しかし、二度目の表現が

つぎの「まして、云々」（下線つきの語）という表現に結びつくと、問題が生じ

る。岩本氏の訳だと、「まして」という言葉が生きてこないのである。「まして」

の直前の数（「六十のガンジス河、云々」）は師の菩薩に関しており、直後の数（「五

十のガンジス河、云々」）は弟子の菩薩に関しており、二つの数は「まして」と

いう言葉で比較される関係にはないからである。 

 そこで岩本氏の訳のもとになったサンスクリット原典ではどうなっているか

を検討してみよう。 

 

（１゜）文(1) alaM kula-putrAH kiM yuXmAkam anena kRtyena / 
文(2) santi kula-putrA iha mamaivAsyAM sahAyAM loka-dhAtau XaXTi-gaGgA- 
nadI-vAlukA-samAni bodhisattva-sahasrANy ekasya bodhisattvasya parivAraH
/文（3） evaM-rUpANaM ca bodhisattvAnAM XaXTy eva gaGgA-nadI-vAlukA-samAni  
bodhisattva-sahasrANi yeXAm ekaikasya bodhisattvasyeyAn eva parivAro ye 
mama parinirvRtasya paScime kAle paScime samaya imaM dharma-paryAyaM
dhArayiXyanti vAcayiXyanti saMprakASayiXyanti /（荻原・土田『梵文法華経』、

p.253） 

 

 この文節は三つの文（／で区切られた部分）からなっている。 

 文（２）には「眷属」（parivAraH）という言葉がある。つまり、この文は菩薩

に師の菩薩と弟子の菩薩がいることを示している。師の菩薩にはその一人ごとに

「60 恒河沙×1000」の弟子がいる。（sahasrANi を「（数）千」と訳すのはやめ

る。sahasrANi は複数形であるが、それは千が 60 恒河沙あるからにすぎない。）  

 文（3）は難解である。「このような菩薩たち」（下線つきの語）が師の菩薩を

指すのか、弟子の菩薩を指すのか曖昧だからである。私は前半（parivAro［下線

つきの語］まで）について二つの解釈を考えてみた。（i）このような菩薩たち（＝

師の菩薩たち）の数は「60 恒河沙×1000」であり、その一人ごとに
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(yeXAm ekaikasya bodhisattvasya)「同じように多数の」(iyAn〈iyat-,"so large"）
弟子がいる。師と弟子を合せた菩薩の数は「60恒河沙×1000」2となる。 

（ii）このような菩薩たち（＝弟子の菩薩たち）の数は「60 恒河沙×1000」で

あり、その一人ごとに「同じように多数の」弟子がいる。この場合、菩薩の種類

は師と弟子と孫弟子の三種類になるが、師の菩薩の数は示されていないので、そ

の数をχとすれば、三種の菩薩全体の数は χ×「60 恒河沙×1000」2となる。 

 その後に続く「かれら」（関係代名詞 ye）は（i）の場合も（ii）の場合も「全

ての菩薩」を意味する。  

 （i）と（ii）の解釈はどちらがよいか。経典が菩薩の数の多さを強調しよう

としていることを考えれば、（ii）がよいように見える。しかし、後出の（３゜）

を見ると、孫弟子の存在は考えられていないようなので、（i）がよいように見え

る。 

 

（２゜）samanantara-bhAXitA ceyaM bhagavatA vAg atheyam sahA loka- 
dhAtuH samantAt sphuTitA visphuTitA 'bhUt tebhyaS ca sphoTAntarebhyo  
bahUni bodhisattva-koTI-nayuta-Sata-sahasrANy uttiXThante sma ･･･（同上、

p.253） 

 

この文に数字上の矛盾がないことは、羅什訳（２）のところで述べたとおりであ

る。ただ指摘すべきは、荻原・土田本の atheyam sahA-loka-dhAtuH の sahA の
あとのハイフン（複合語を示す）は除かれるべきだということである。sahA 
（f.Nom.）は指示形容詞 iyam（f.Nom.）を受ける名詞として独立した語でなけ

ればならないからである。 

 

（３゜）文(1) ye 'syAM mahA-pRthivyAm adha AkASa-dhAtau viharanti smemAm  
eva sahAM loka-dhAtuM niSritya te khalv imam evaM-rUpaM bhagavataH    
SabdaM SrutvA pRthivyA adhaH samutthitAH / 文(2) yeXAm ekaiko bodhisattvaH  
XaXTi-gaGgA-nadI-vAlukopama-bodhisattva-parivAro gaNI mahA-gaNI  
gaNAcAryaH / 文(3) tAdRSAnAm bodhisattvAnAm mahAsattvAnAM gaNInAM 
mahA-gaNInAM gaNAcAryANAM XaXTi-gaGgA-nadI-vAlukopamAni bodhisattva- 
koTI-nayuta-Sata-sahasrANi ya itaH sahAyA loka-dhAtor dharaNI-vivarebhyaH 
samunmajjante sma /文（4）kaH punar-vAdaH paJcASad-GaGgA-nadI-vAlukopama- 
bodhisattva-parivArANAM bodhisattvAnAM mahAsattvAnAm / kaH punar-vAdaS
 catvAriMSad-GaGgA-nadI-vAlukopama-bodhisattva-parivArANAM  
bodhisattvAnAM mahAsattvAnAm / kaH punar-vAdas triMSad-GaGgA-nadI- 
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vAlukopama-bodhisattva-parivArANAM bodhisasttvAnAM mahAsattvAnAm / 
kaH punar-vAdo viMSati-bodhisattva-parivArANAM bodhisattvAnAM  
mahAsattvAnAm / kaH punar-vAdo daSa-GaGgA-nadI-vAlukopama-bodhisattva-

parivArANAM bodhisattvAnAM mahAsattvAnAm / kaH punar-vAdaH paJca- 
catus-tri-dvi-GaGgA-nadI-vAlukopama-bodhisattva-parivArANAM  
bodhisattvAnAM mahAsattvAnAm / kaH punar-vAda eka-GaGgA-nadI- 

vAlukopama-bodhisattva-parivArAnAM mahAsattvAnAm/ kaH punar-vAdo  
'rdha-GaGgA-nadI-vAlukopama-bodhisattva-parivarANAM bodhisattvAnAM 
mahAsattvAnAm / kaH punar-vAdas catur-bhAga-XaD-bhAgAXTa-bhAga-daSa- 
bhAga-viMSati-bhAga-triMSad-bhAga-catvAriMSad-bhAga-paJcASad-bhAga-Sata-
bhAga-sahasra-bhAga-Satasahasra-bhAga-koTI-bhAga-koTISata-bhAga- 
koTIsahasra-bhAga-koTISatasahasra-bhAga-koTInayutaSatasahasra-bhAga- 
gaGgA-nadI-vAlukopama-bodhisattva-parivArANAM bodhisattvAnAM  
mahAsattvAnAm / kaH punar-vAdo bahu-bodhisattva-koTInayutaSatasahasra- 
parivArANAM bodhisattvAnAM mahAsattvAnAm / kaH punar-vAdaH koTI- 
parivArANAM bodhisattvAnAM mahAsattvAnAm / kaH punar-vAdaH  
Satasahasra-parivArANAM bodhisattvAnAM mahAsattvAnAm / kaH punar- 
vAdaH sahasra-parivArANAM bodhisattvAnam / kaH punar-vAdaH pancaSata- 
parivArANAM bodhisattvAnAM mahAsattvAnAm / kaH punar-vAdaS catuHSata- 
triSata-dviSata-parivArANAM bodhisattvAnAm mahAsattvAnAm / kaH punar- 
vAda ekaSata-parivArANAM bodhisattvAnAM mahAsattvAnAm / kaH punar- 
vAdaH paJcASad-bodhisattva-parivArANAM bodhisattvAnAM mahAsattvAnAm / 
peyAlam / kaH punar-vAdas catvAriMSat-triMSad-viMSati-daSa-paJca-catus- 
tri-dvi-bodhisattva-parivArANAM bodhisattvAnAM mahAsattvAnAm / kaH  
punar-vAda Atma-dvitIyANAM bodhisattvAnAM mahAsattvAnAm / kaH punar- 
vAdo'parivArANAm eka-vihAriNAM bodhisattvAnAM mahAsattvAnAm /  
na teXAM saMkhyA vA gaNanA vopamA vopaniXad vopalabhyate ya iha  
sahAyAm loka-dhAtau dharaNI-vivarebhyo bodhisattvA mahAsattvAH  
samunmajjante sma / （同上、pp.253-255） 

 

 この文節は四つ以上の文からなっている。 

 文（1）には特に問題はない。 

 文（2）の XaXti-gaGgA-nadI-vAlukopama-bodhisattva-parivAro は （１゜）文（2）

の表現に倣ってsahasrANi を補い、XaXTi-gaGgA-nadI-vAlukopama-bodhisattva- 
sahasrANi-parivAro とすべきであろう（（１゜）文（１）には vAlukA-samAni とある



 46 

が、sama と upama はここではほとんど同義である）。そうすれば、文（2）の意

味は「かれらのうちの一人一人の菩薩は『60 恒河沙×1000』の弟子をもつ」と

いう（１゜）文（2）のそれと同じになる。 

 文（3）は「そのような菩薩たち」（下線つきの語）がどの菩薩を指すのか曖昧で

ある。しかし、「そのような菩薩たち」はガナの指導者（gaNInAm）ともされて

いるから、師の菩薩を指すと考えてよいだろう。だが、その場合、「師の菩薩の

数は『60 恒河沙』×koTI×nayuta×100×1000 である」といっていることにな

り、疑問が生じる。弟子の菩薩の数ですら、師ひとりにつき「60恒河沙」×1000 

どまりである。上記の師の数は師の数としては多すぎて不自然ではないかという

疑問である。 

 しかし、続く文（4）を参照すると、この問題は全く違う角度から解決できるこ

とがわかる。文（3）の vAlukopamAni（下線つきの語）を文（4）の冒頭の一文に倣

ってvAlukopama-bodhisattva-parivArANAMと訂正するのである。では、問題の

冒頭の一文を見てみよう。 

 

kaH punar-vAdaH paJcASad-GaGgA-nadI-vAlukopama-bodhisattva- 
parivArANAM bodhisattvAnAM mahAsattvAnAm / 
 

 kaH punar-vAdaH は「いかにいわんや」を意味する。その後に続くのは（イ

ンド風に属格で示された）比較の対象である。つまり、この文の意味は「50 恒

河沙の（弟子の）菩薩を従える（師の）菩薩たちが現われることについてはいま

さらいうまでもない（当然現れる）」ということである。 

 この文に見られる vAlukopama-bodhisattva-parivArANAM という表現は文（4）

以降の「40 恒河沙」以下でも繰り返される。だから、「60恒河沙」も元来はこの

表現に連結していたことが考えられ、vAlukopamAni（下線つきの語）は  

vAlukopama-bodhisattva-parivArANAM の誤写であると推測されるのである。た

だし、『梵文法華経写本集成』第８巻、p.311 の当該箇所を見ると、どの写本も

vAlukopamAni ないし vAlukAsamAni と記している。誤写が起きたとしたら、か

なり早い時期だったことになるだろう。 

上記の推測にしたがって、文（3）を訂正すると、つぎのようになる。 

 

tAdRSAnAm bodhisattvAnAM mahAsattvAnAM gaNInAm mahA-gaNInAM  
gaNAcAryANAM XaXTi-gaGgA-nadI-vAlukopama-bodhisattva-parivArANAM 
bodhisattva-koTI-nayuta-Sata-sahasrANi ya ita sahAyA loka-dhAtor  
dharaNI-vivarebhyaH samunmajjante sma / 
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この文の意味は「60 恒河沙の数の弟子の菩薩を従える師の菩薩の数はコーティ・

ナユタ・百・千である」になると思われ（原文中の三行目冒頭の bodhisattva- は
ないほうがよい）、この数は師の菩薩の数としては自然である。 

 また、これによって、岩本氏の訳で生きなかった「まして」の意味が生きてく

る。「まして」の前後に弟子の菩薩の数が並び、比較が可能になるからである。

すなわち、問題の文（前述の（３´）参照）は「60 恒河沙の数の弟子の菩薩を

従える師の菩薩がいる、まして 50 恒河沙の数の弟子の菩薩を従える師の菩薩が

いるのは当然」という有意味の文になるからである。 

 さて、すでに述べたように、「60恒河沙」云々という文のあとに「50恒河沙」

云々という文がある。そのあとに、「40 恒河沙」、「30 恒河沙」というように、同

様の文が数だけを減じながら続く。その中で、「20恒河沙」に当るところ、すな

わち viMSati-bodhisattva-parivArANAM bodhisattvAnAM mahAsattvAnAm の文

（下線つきの語）は注目に値する。なぜなら、この文はケルン・南条と荻原・土

田の刊本に見られるものであり、『梵文法華経写本集成』第８巻、p.316 に記載

される諸写本では viMSati の後ろが gaGgA-nadI-vAlukopama となっているか

らである。 

 類似の言葉が繰り返される箇所では、誤写や脱落が起きることは珍しくないだ

ろう。『梵文法華経写本集成』第８巻、p.301 を見ると、ネパール本からの引用

文（１゜）文（１）の bodhisattva-sahasrANy が中央アジア本では bodhisattva- 
koTI-nayuta-Sata-sa(hasrA)Ni- となっている。これもどちらかが誤写したことを

意味するであろう。 

 さて、この部分（（３゜）文（3）以下）の全体像——菩薩の集団の雲霞のごとき様

——をイメージしやすくするために、定形句を略称に換えて全文を示してみよう。

「恒河沙に等しい」（GaGgA-nadI-vAlukopama）という言葉は前半のみにあり、

後半にはないので、《》を用いて、そのことを示しておく。脱落している文字は

【】を用いて補っておく。 

 

◆一人の師の菩薩に従う弟子の菩薩の数のさまざまなケース 

 

  略称 

kaH punar-vAdaH → KPV（サンディによる語尾変化は無視する。） 

GaGgA-nadI-vAlukopama → GNV 

bodhisattvAnAM mahAsattvAnAm → BM 
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《GNV のある文》 

    XaXTi-GNV-bodhisattva-parivArANAM BM / 

KPV paJcASad-GNV-bodhisattva-parivArANAM BM / 

KPV catvAriMSad-GNV-bodhisattva-parivArANAM BM /  

KPV triMSad-GNV-bodhisattva-parivArAMAM BM /  
KPV viMSati-【GNV-】bodhisattva-parivArANAM BM / 

KPV daSa-GNV-bodhisattva-parivArANAM BM /  
KPV paJca-catus-tri-dvi-GNV-bodhisattva-parivArANAM BM /  

KPV eka-GNV-bodhisattva-parivArAnAM【B】M /  

KPV 'rdha-GNV-bodhisattva-parivarANAM BM /  

KPV catur-bhAga-XaD-bhAgAXTa-bhAga-daSa-bhAga-viMSati-bhAga-triMSad- 
bhAga-catvAriMSad-bhAga-paJcASad-bhAga-Sata-bhAga-sahasra-bhAga- 

     Satasahasra-bhAga-koTI-bhAga-koTISata-bhAga-koTIsahasra-bhAga- 
koTISatasahasra-bhAga-koTInayutaSatasahasra-bhAga-GNV-bodhisattva- 
parivArANAM BM /  

《GNV のない文》 

KPV bahu-bodhisattva-koTInayutaSatasahasra-parivArANAM BM / 

KPV koTI-parivArANAM BM /  

KPV Satasahasra-parivArANAM BM /  

KPV sahasra-parivArANAM B【M】/  

KPV paJcASata-parivArANAM BM /  

KPV catuHSata-triSata-dviSata-parivArANAM BM /  

KPV ekaSata-parivArANAM BM /  

KPV paJcASad-bodhisattva-parivArANAM BM / peyAlam /  

KPV catvAriMSat-triMSad-viMSati-daSa-paJca-catus-tri-dvi-bodhisattva- 
parivArANAM BM /  

KPV Atma-dvitIyANAM BM / （己れを第二の者とする菩薩たち） 

KPV 'parivArANAm eka-vihAriNAM BM / （眷属をもたない独住の菩薩たち） 

（最後は「娑婆世界の地割れから現われた菩薩の数は測り知れない」という言葉

でしめくくられる） /  

 

 脱落は三箇所にあるが、【GNV-】はケルン・南条本と荻原・土田本に見られ、

【B】および【M】は荻原・土田本に見られる。 

 さて、上記のように、定形句を略称に換えて整理してみたが、依然としてイメ

ージは湧きにくい。そこで上記の文から数を示す言葉だけをとりだし、それを算
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用数字に換え、単位 GNV を付して示してみよう。 

 

60 GNV 

50 GNV 

40 GNV 

30 GNV 

20 GNV 

10 GNV 

 5 GNV 

 4 GNV 

 3 GNV 

 2 GNV 

 1 GNV 

1/2 GNV 

1/4 GNV 

1/6 GNV 

1/8 GNV 

1/10 GNV 

1/20 GNV 

1/30 GNV 

1/40 GNV 

1/50 GNV 

1/100 GNV 

1/1000 GNV 

1/100000 GNV 

1/10000000 GNV 

1/1000000000 GNV 

1/10000000000 GNV 

1/1000000000000 GNV 

1/1000000000000000000 GNV 

 

1000000000000000000 

10000000 

100000 

1000 



 50 

500 

400 

300 

200 

100 

50 

40 

30 

20 

10 

 5 

 4 

 3 

 2 

 1 

 0 

 

 これが師の菩薩が従える弟子の菩薩の数のさまざまなケースの一覧である。師

の菩薩の数のほうはコーティ・ナユタ・百・千である。 

 数についてのこのような詮索はあまり意味のあることではないかもしれない。

数が多いことが納得できさえすれば、細かいことは知らなくてよいのかもしれな

い。法華経が数の矛盾をかかえながら今日まで伝えられてきたことがそのことを

よく示しているといえよう。しかし、神聖な経典が矛盾をかかえたまま伝えつづ

けられるのは問題であろう。地涌の菩薩の数についての詮索は以上で終わるが、

最後に、関連する事項について述べてみよう。 

 地涌の菩薩たちは地上に現われるまえにはどこにいたか。（２）によれば、娑

婆世界の三千大千の国土の中である。（３´）によれば、「大地の下にある中空の

世界にとどまって、このサハー世界に寄りかかっていたが、世尊の音声を聴いて、

大地の下から現われ出た」。 

 「娑婆」は（sahA）の音訳で、「忍土」はその意訳である。この言葉はこの世

界が苦を耐え忍ぶ場所であることを意味する。一方、須弥山宇宙観によると、虚

空に風、水、金の三種の層からなる巨大な円筒状の物体があり、その上に須弥山

という山があり、その周囲を日月が回転し、須弥山の四方に四大陸がある。これ

を一世界と呼ぶ。この一世界の上下四方に多くの同様の世界があり、それらを千

個まとめて小千世界と呼ぶ。この小千世界の上下四方に同様の小千世界があり、
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これをまとめて中千世界と呼ぶ。この中千世界の上下四方に同様の中千世界があ

り、それらをまとめて大千世界と呼ぶ。大千世界は小千、中千、大千の三
・

種
・

の
・

千
・

から構成されるので三
・

千
・

大千世界とも呼ぶ。 

 娑婆世界と三千大千世界の関係は不詳であるが、おそらく同じものであろう。

娑婆世界は釈迦如来の教化の対象である。他の世界は他の仏の教化の対象になっ

ている。釈迦は四大陸の一つ贍部洲の一角にある霊鷲山で説法しているから、地

下から菩薩が現われるというと、一世界の地下から現われるような印象を受ける

が、三千大千世界の地下から現われると考えるのが正しいのであろう。しかし、

経の作者がそこまで細かくイメージしていたかどうか怪しいから、このような詮

索もまた無意味であろう。 

 従地涌出品の末尾ちかくの偈（梵本の第 46 偈）につぎのような言葉がある。 

 

蓮華の水に在るが如し 地より涌出して 

皆、恭敬の心を起こし 

 

原文はこうである。 

 

anUpaliptAH padumaM va vAriNA   
bhittvA mahIM ye iha adya AgatAH / 

 

anUpaliptAH は「汚されていない」という形容詞の複数、主格である。この形容

を受ける名詞は ye という関係代名詞（先行詞はここには示されていない「菩薩

たち」）である。その菩薩たちは大地（mahI）を破って（bhittvA）現われた（AgatAH）。 
 こ の 偈 の す ば ら し さ は "padumaM va vAriNA" い う 副 詞 句 に あ る 。

paduma (Skt.padma）は紅蓮と訳される。vAriNA は vAri（水）の単数、具格で、

「水によって」を意味し、va は副詞で、「のように」を意味する。これらの語に

形容詞「汚されていない」を補うと、「水によって汚されない紅蓮のように」と

いう言葉ができる。 

 この水は蓮華が生えるような場所にある水、すなわち泥水である。paduma は
写真で見るとピンク色をしており、いかにも清純な感じがする。「紅蓮」という

漢訳は、「紅蓮の炎」や「紅蓮地獄」という表現とともに、煩悩に近いものを連

想させがちなので、注意しなければならない。ちなみに、「紅蓮地獄」は寒地獄

の名であって、われわれが想像するような火の地獄ではない。 

 「大地を破って」という表現も勇ましくてよい。菩薩が地下から出現する様が、

蓮華が泥土を破って生え出る様に例えられている。蓮華の葉には撥水作用があり、
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泥水
でいすい

中にありながら、一点の染みもつかない。俗界で活躍し、俗界に汚されない

菩薩の例えになるために蓮華は存在するかのようである。 

 蓮華には白蓮（puNDarIka）、紅蓮（padma）、青蓮（utpala）などがあるが、

頻繁に言及されるのは紅蓮である。チベット仏教で人気の真言「オン・マニ・ペ

メ・フン」のペメも紅蓮のことである。 

 私はある日、上野の不忍池の蓮華を見に行った。冬場は淋しかった泥沼が緑の

葉とピンクの花で覆われていた。その光景は菩薩が蓮華に例えられることの素晴

らしさを理解させてくれた。残念なのは不忍池という名が忍土という名と矛盾す

ることである。しかし、大乗仏教の見地からすれば、これも解決できる。人のこ

ころ清ければ、穢土も浄土となるからである。 


